
新年に寄せて

保護者の皆さま、新年明けましておめでとうございます。今年もよろし

くお願いいたします。今日から３学期が始まりました。この新しいスター

トに際し、次のような話を生徒たちにしました。

『２０１９年、新しい年の始まりです。やはり、お正月に新年を祝い、今年の目標を

立てることは、大切に続けたい文化のひとつです。今年、初日の出を眺め、その光を浴

びながら、自分がやりたいこと、やらねばならないことについていろいろ考え、そして

決意したことが幾つかあります。それが私の今年の目標になるわけですが、皆さんは今

年の目標を立てましたか？

どうせ目標を立てても無理だからと、最初から目標さえ立てないようでは何も変わり

ません。なりたい自分、なりたい状況、つまりゴールの姿をイメージ（想像）すること

はとても大切です。イメージできないことをできるはずがありません。

イメージができたら次は達成するための計画や準備が必要になってきます。つまり、

シナリオです。「いつ、何を、どのように、どの程度するのか」を記入する目標達成シ

ート（計画表）を作ると良いと言われていますが、この時に注意することがあります。

それは、具体的目標に関わることだけの計画ではだめだということです。

例えば、「勉強の成績を上げたい」という目標を立て、そのために一日３時間勉強す

る計画を立てたとします。しかし、実際に実行するにはその３時間を生み出すために生

活全般を見直したり、時間の使い方への意識を変える必要があります。つまり、目標達

成のためには、その勉強時間や内容だけではなく自分のライフスタイルを見直し、改善

したほうが確実なのです。

目標を達成してなりたい自分になるために、まずは目の前の小さなことから確実に、

一つ一つ取り組んでいきましょう。その途中には必ず、怠け心や遊びの誘惑、努力をし

ても成果の出ない苛立ちなどの困難が立ちはだかります。しかしそれらから逃げずに、

先の目標を見失わず、一つ一つ乗り越えていく、なりたい自分をイメージして進んでい

く、強い気持ちが大事です。

さあ、新しい年の始まりです。目標に向かって一歩を踏み出しましょう！皆さんが、

どんな成長をするのかとても楽しみです。』

生徒たちの成長を精一杯応援していきたいと思います。
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新生徒会誕生にワクワクしています

今日、新生徒会会長の岸川さんに任命状を渡しました。彼の引き締ま

った表情にこれから諸富中学校の生徒会をリードしていくという強い決

意を感じ、頼もしく思いました。また、岸川会長から新生徒会役員に委

嘱状が渡され、いよいよ新生徒会が動き出すのだと実感しました。

岸川会長のスローガン「元気ハツラツ、あふれる笑顔、深まる絆」を実現するために、

どのように全校生徒を引っ張っていくのかとても楽しみにしています。前生徒会の良い

ところを引継ぎ、さらに自分たちならではの活動をしていくと約束した岸川会長。これ

からの活躍を楽しみに、ワクワクしながら応援していきたいと思います。

執行部 野中 さん(副会長)

小野 さん(副会長) 新生徒会の紹介をします。

龍 さん(書記)

川端 さん(書記)

生活 中嶋 さん(正) 整美 公門 さん(正)

岡﨑 さん(副) 岡 さん(副)

学習 藤田 さん(正) 保体 伊藤 さん(正)

山口 さん(副) 佐田 さん(副)

給食 安永 さん(正) 図書 古賀 さん(正)

田尻 さん(副) 宮原 さん(副)

伴奏 岡﨑 さん 生徒会活動を

宮原 さん 支えてくれる人たちです

指揮者 津田 さん

放送 川添 さん 議長 新堀 さん

中田 さん 副議長 石川 さん

副島 さん

歳末餅つきのボランティアに参加しました！

１２月２７日(木)早朝より、産業振興会館にて

歳末餅つきが行われました。福祉協議会をはじめ

地域の方々にいろいろ教えていただきながら、餅

つきの手伝いをしました。ボランティアの募集を

したところ定員を大幅に上回る３年生が応募して

くれ、最後はじゃんけんで人数を絞ることに･･･。

まさに嬉しい悲鳴です。当日地域のひとり暮らし

のお年寄りの方においしいお餅を配布するため、

生徒たちはよく働きました。学校での学びが地域

に役立つ力になっていることが、証明された嬉しい活動になりました。


